
1 子供と女性の犯罪等被害防止

3 鍵掛けの励行による窃盗被害防止

最近３年間の県内の脅威事犯の認知件数

認知件数
令和６年
495件

令和５年
482件

前年比
＋13件

令和４年
538件
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　期間中は、防犯ボランティア等と連携して警戒・見守り活動を推進します。
　不審な人を見かけたときは、早期解決・被害の拡大防止のために警察への早期通報をお願いします！

令和７年春の「安全・安心まちづくり旬間」令和７年春の「安全・安心まちづくり旬間」令和７年春の「安全・安心まちづくり旬間」
４月21日（月）～４月30日（水）４月21日（月）～４月30日（水）４月21日（月）～４月30日（水）

青森県警察の
活 動 重 点
青森県警察の
活 動 重 点

１ 子供と女性の犯罪等被害防止
２ 特殊詐欺及びSNS型投資・ロマンス詐欺の被害防止
３ 鍵かけの励行による窃盗被害防止
４ 万引き防止

１ 子供と女性の犯罪等被害防止
２ 特殊詐欺及びSNS型投資・ロマンス詐欺の被害防止
３ 鍵かけの励行による窃盗被害防止
４ 万引き防止

安全・安心まちづくり旬間とは？
　「青森県犯罪のない安全・安心まちづくり推進
条例」に基づいて設けられた、安全・安心なまち
づくりについての関心と理解を深めることを目的
として、県と警察、防犯協会などの関係機関・団
体が緊密に連携し、各種犯罪の抑止対策を集中的
に展開する期間です。
　期間中、県民の皆さんの体感治安の改善、自主
防犯意識の向上を図ってまいります。

※　「脅威事犯」とは、未成年や成人女性に
　対する性犯罪等の前兆とみられる声掛け、
　つきまとい、盗撮、接触、身体露出等を
　いいます。（令和６年２月までは「前兆事案」
　という名称でした。）

　期間中は、幅広い年齢層に対する広報啓発活動を実施します。
　もし、通話しながらＡＴＭを操作する人や電子マネーを大量に購入している人を
見かけた場合、その人に「詐欺ではありませんか」等の声掛けをお願いします。

　被害者の多くの人が鍵をかけていない状態で被害に遭っています。
　そこで、期間中、駐輪場で鍵掛けの呼びかけや青色回転灯を装備した車が警戒活動を行います。
　ツーロックなどの鍵掛けを習慣化し、自主防犯に努めましょう！

2 特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害防止
最近３年間のＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害状況

認 知 件 数特 殊 詐 欺

SNS投資型・
ロマンス詐欺

被害金額（約）

令和６年
97件

1億7,578万円

前年比
±0件

－1億6,986万円

令和５年
97件

3億4,564万円

令和４年
39件

3億8,607万円
67件

4億4,611万円
認 知 件 数
被害金額（約）

恋愛感情等を利用
した詐欺に注意！

ツーロック

令和６年から
新しく分類された
詐欺です !

最近３年間の自転車盗、車上ねらい、侵入窃盗認知件数

自 転 車 盗
令和６年
665件

令和５年
579件

前年比
＋86件

令和４年
336件

車上ねらい 169件213 件 －44件190 件
侵 入 窃 盗 307件531 件 －224件299 件

自転車盗は
増加傾向に…



新 学 期 の 少 年 非 行 防 止 対 策新 学 期 の 少 年 非 行 防 止 対 策

2「闇バイト」は犯罪実行者の募集です

3 子供に関する相談は『少年サポートセンター』へ

4 万引き防止

　期間中は、店舗でパトロールの強化や万引きさせない売場環境作りをします。
　万引きをしない、させない、見逃さない青森県にしていきましょう！

　進学・進級のこの時期は、子供たちが大きな期待や希望を抱く一方、周囲の人間
関係や生活環境の変化から、非行や不良行為に陥りやすく、また、ＳＮＳに起因して
性被害を受けるなど、福祉犯の被害に遭うケースも心配されます。
　子供たちの非行を見逃さず、犯罪被害に遭わないよう、地域の大人たちから挨拶
という思いやりの一声を掛け、見守っていることを発信しましょう。

　少年が「闇バイト」に応募し、特殊詐欺や強盗等
の重大な犯罪に加担してしまうことが大きな社会問
題となっています。
　犯行グループは、少年を都合よく利用した後、「捨
て駒」として切り捨てます。
　簡単に儲かるバイトがあると誘いを受けた不審な
高額バイトに応募してしまった場合は早期に警察に
相談してください。

　少年問題に関する専門的な知識や技能を持つ「少年補導職員」が問題に応じて助言や面接指導、
心のケアを継続的に行っています。

最近３年間の万引き認知件数

認知件数
令和６年
663件

令和５年
666件

前年比
－3件

令和４年
603件

検挙人員 412件414 件 －2人419 件

検挙された人のうち
約半数が高齢者です！

10年以下の懲役又は50万円
以下の罰金が課せられます。

令 和 ５ 年 令 和 ６ 年 増 減

（人） （人） （人）

犯 罪 少 年 91 ＋2

触 法 少 年 67 ＋9

計 158 ＋11

犯 罪 少 年 33 －10

触 法 少 年 4 －3

計 37 －13

0 ＋5

1,120 ＋425

1,315 ＋428

年別
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1 令和６年の青森県内の少年非行概況
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1,545

1,743

　令和６年の青森県内の非行少年等は
1,743人で前年より428人増加しました。
　刑法犯少年は、
　　罪種別では「窃盗犯」が 71人
　　学職別では「小学生」が 51人
で最多でした。
　不良行為少年は、
　　行為別では「喫煙」が 593人
　　学職別では「高校生」が 589人
で最多でした。

青森少年
サポートセンター

新町センター
安方センター

☎0120ー58ー7867

八戸少年サポートセンター ☎0178ー22ー7676
弘前少年サポートセンター ☎0172ー35ー7676

☎017ー776ー7676

こどもは　なやむな

受付　月～金
　　　8：30～17：15
※祝日・年末年始を除く

少年サポートメール　youngmail-587867@extra.ocn.ne.jp
（受付：24時間受信／返信は２～３日後  ※土・日・祝日・年末年始を除く）

気軽に相談
してください♪



春 の 山 菜 採 り の 遭 難 防 止春 の 山 菜 採 り の 遭 難 防 止
　毎年、春の山菜採りの遭難が後を絶たず、中には尊い命を失う場合もあります。
　令和６年中の山菜採りの遭難状況を見ますと、発生は23件24人、死者１人、行方不明者１人でした。

1 令和６年中の春の山菜採り遭難の特徴

2 遭難防止のためのアドバイス

　⑴　タケノコ採りの遭難が多い
　　　令和６年中の山菜採りの遭難者24人中13人がタケノコ採りで、全体の約54％を占めています。
　⑵　高齢者の遭難が多発
　　　遭難者24人中23人が65歳以上の高齢者で、全体の約96パーセントを占めています。
　⑶　「道迷い」が圧倒的に多い
　　　「道迷い」が原因で遭難した人が22人と全体の約92％を占めています。

　●　山に出かける前に
　　　□体調を確認し、できるだけ２人以上で出かける。
　　　□携帯電話や食料等、必要な装備を持ち、家族等に行き先を知らせておく。
　●　山に入るとき、山に入ったら
　　　□携帯電話は持ち歩き、早めの下山を心がける。
　　　□奥に入り過ぎず、お互いに声を掛け合い位置を確認する。
　●　万が一、道に迷ったら
　　　□日没後は歩き回らず救助を待つ。
　　　□ヘリコプターの音が聞こえたら、見通しの良い場所でタオルなどを振って合図する。

3 登山アプリヤマップを活用した登山の推進
　登山アプリヤマップとは、電波の届かない山の中でも現在地がわかるスマートフォン向けの「登山地図
アプリ」です。このアプリを使うことにより、道迷いによる遭難を防ぐことができます。
　まずは、無料のアプリをインストールし、入山する山の地図をダウンロードしましょう。地図は月２枚
まで無料です。
　入山する時にアプリを起動して「のぼる」→「地図を見る」→「活動開始」の順番で押すだけです。
　スマートフォンを見れば自分が登った経路が一目瞭然に分かります。仮に迷っても、来た道を戻れば入
山地点に帰れます。
　山菜採り・キノコ採り・登山・スキー等のレジャー、全ての入山者が簡単な操作で道迷いを減らすこと
ができます。

4 登山届の提出について
　入山する人は登山届を提出して下さい。
　｢登山アプリヤマップ｣でも登山届を提出することが出来ます。万が一遭難事故が発生した際、青森県
警が登山届を確認することができ、迅速な捜索活動に繋がります。
　自分を守る、そして家族の安心のため、登山届を提出しましょう。

自転車に防犯登録をしましょう！自転車に防犯登録をしましょう！

　青森県警察では、特殊詐欺等事件の情報や、子供や女
性を対象とする声掛けなどの脅威事犯情報をタイムリー
に提供する防犯アプリ「まもリン」を運用しています。
　「まもリン」をダウンロードして、犯罪などから自分の
身を守ると同時に、防犯意識を高めていきましょう！
　アプリのダウンロードはＱＲコードから。

青森県警察防犯アプリ「まもリン」を運用中！青森県警察防犯アプリ「まもリン」を運用中！

　春を迎え､通勤・通学
等に自転車を利用する
機会が多くなります。
　自転車の利用者には、
自転車防犯登録が法律で
義務づけられています。
　自転車の購入、譲渡な
どにあたっては必ず防犯
登録の手続きをしましょう。Android版iPhone版



県 防 連 ニ ュ ー ス

　防犯連絡所総代会議は、２月12日、青森市の青森県総合社会教育センターに
おいて、県内各地区から防犯連絡所総代の皆さんの参加を得て開催されました。
　席上、県警察本部生活安全部長から挨拶をいただき、警察本部の担当者から県
内の犯罪情勢や特殊詐欺について、また、生活安全企画課長から防犯連絡所のあ
り方について講話の後、意見交換して各種犯罪に対する危機意識を高めました。

◆ 防犯連絡所総代会議の開催

　令和６年度定例理事会は、３月21日、青森市のリンクモア平安閣市民ホール
において、理事及び監事 7人が出席して開催されました。 
　理事会では、令和７年度事業計画及び収支予算等の議案や報告事項について了
承され、すべて原案どおり承認されました。

　県内各警察署の県下一斉年末特別警戒活動が12月12日に実施されました。各地区防犯協会では、防犯指導
隊員が出動式に出席した後、スーパーマーケット等において、特殊詐欺被害防止等の広報活動を実施しました。

　（公社）青森県防犯協会連合会では、令和７年全国地域安全運動（10月11日～20日）に向けて、ポスター、  標語及び青
パト活動写真を募集しています。優秀作品は、（公財）全国防犯協会連合会が公募する全国審査の応募作品として出品され
るほか、県内の地域安全活動の広報資料等として活用されます。
   多数の応募をお待ちしています。

◆ 令和６年度定例理事会の開催

児童見守り活動（青森地区）防犯パトロール（八戸地区）

県下一斉年末特別警戒活動

　防犯指導隊吹上支隊、長者支
隊及び中居林支隊は、毎月防犯
警戒の日を定め、八戸警察署中
央交番の警察官と合同で、青色
回転灯装備車や徒歩による担当
エリアの夜間パトロールを実施
しています。

【三沢地区】 【七戸地区】 【青森南地区】 【大間地区】 【弘前地区】

　防犯指導隊戸山支隊は、戸山
駐在所の警察官とボランティア
の皆さんと合同で、冬休み前の
５日間、児童の下校時に、犯罪
被害防止等を目的とした見守り
活動を実施しました。

賛助会員募集中！ 　公益社団法人青森県防犯協会連合会は、犯罪のない明るく住みよい社会を実現するため、
 防犯意識の啓発等の事業に取り組んでいます。
　この趣旨にご賛同、ご支援をいただける団体及び個人の賛助会員を募集しております。

公益社団法人　青森県防犯協会連合会事務局
団体１口１万円、個人１口５千円（複数口の加入も可能です）

aokenbouren@snow.ocn.ne.jp電話 017-777-5959
お 問 い
合わせ先

年 会 費

◆ 各地区防犯協会の活動状況

防 犯 ポ ス タ ー ・ 防 犯 標 語 ・青 パ ト 活 動 写 真 の 募 集

令和７年６月2日(月)
標語の部ポスターの部

様々なかたちの防犯ボランティア活動
～防犯ボランティアの裾野の拡大と活性化を目指して～

様々なかたちの防犯ボランティア活動
～防犯ボランティアの裾野の拡大と活性化を目指して～ 青色回転灯等装備車の活躍

青パト活動写真の部
各地区防犯協会必着応募締切 提 出 先

課
題

課
題

課
題

○未発表作品
○四切（横540mm×縦380mm）ヨコ書き
○作品に標語（キャッチコピー）等の文字
　は入れないこと
※　詳しくは、青森県防犯協会連合会のホームページをご覧になるか、各地区防犯協会におたずねください。

○未発表作品
○１人１点まで
○応募用紙に記入して応募

○１人５点まで
○カラープリントＡ４版サイズ
○青パト所有団体と個人を特定できる場合
　は、その承諾を得ること

防 犯 ポ ス タ ー ・ 防 犯 標 語 ・青 パ ト 活 動 写 真 の 募 集

賛助会員募集中！


